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小 豆 島 町

ふくしだよりふくしだより
地域が抱えているさまざまな福祉問題を地域全体の問題としてとらえ、

みんなで考え、話し合い、協力して解決を図ることを目的としています。

だれもが安心して暮らせる福祉の町づくり

西蒲生老人クラブ　明朗会地域から広がる百歳体操
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ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て

　

介
護
老
人
保
健
施
設　

豊
寿
園

作
業
療
法
士　

平　

尾　

佳　

子　

　

当
園
で
は
小
豆
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
も
と
、
毎
年
夏
休

み
の
期
間
に
小
豆
島
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
一
環
と
し

て
、
社
会
福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
を
通
し
て
、

生
徒
が
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
福

祉
へ
の
正
し
い
理
解
と
自
分
自
身
の
能
力
の
発
見
や
今
後
の
生
き
る

方
向
を
見
つ
め
る
目
を
育
て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

現
在
日
本
は
核
家
族
化
が
進
み
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
成
長
過
程

で
幅
広
い
世
代
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
チ
ャ
ン
ス
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
よ
り
短
い
時
間
で
は

あ
り
ま
す
が
高
齢
者
や
職
員
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
異
年
齢
と
の
交
流

が
で
き
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
20
名
弱
の
生
徒
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
午
前
中
は
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
見
学
の
後
、
食
事
を
入
所
者
の
方
と
取
り
、
午
後

か
ら
は
自
分
た
ち
で
考
え
て
き
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
午
前
中
は
お
互
い
が
緊
張
し
て
い
る

様
子
で
し
た
が
活
動
を
通
じ
て
会
話
も
弾
む
よ
う
に
な
り
午
後
か
ら

は
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
入
所
者
の
方
た
ち
も
若
い
学
生
さ
ん
た

ち
を
見
る
と
い
つ
も
以
上
に
生
き
生
き
し
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん
に
感
想
を
聞
い
て
み
る
と

　
「
大
変
そ
う
や
け
ど
や
り
が
い
が
あ
る
」「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
等

と
言
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
介
護
職
・
看
護
職
と
も
に
人
手
不
足
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
き
っ
か
け
で
介
護

職
を
選
ん
だ
職
員
も
当
園
に
は
い
ま
す
。
少

し
で
も
医
療
や
福
祉
に
関
心
を
持
ち
、
将
来

の
職
業
選
択
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
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命の笛
　普段から身につけておき、助けや応援を必要とすると
き、この命の笛を吹いて助けを求めることができます。
　外出する時には、ペンダントとして防犯にも役に立ち
ます。

　『ピーッ！』という笛の音が聞こえたら、それはSOS
のサインかもしれません。
　オレンジ色の「命の笛」を持っている人を見かけたら
　『何かお手伝いすることはありませんか？』と、声をお
かけください。
　助けを求める声にいつも誰かが耳をすませている地域
づくりを目指します。

～情報が変わっていませんか？～

　絆バトンをすでにお持ちの方で、冷蔵庫に保管してい
る絆バトンの情報（緊急連絡先・現在治療中の病気等）
が変わったら、絆バトンの中にある救急情報シートを取
り出し、鉛筆で書き換えてください。

絆バトン

問い合わせ先
　　小豆島町社会福祉協議会
　　　　☎８２－５３１８

小豆島町在住の方に貸し出しします。
（返却時に消毒代として1，600円いただきます。）

問い合わせ先
　　　小豆島町社会福祉協議会
　　　　☎　７５－００１８（池田支所）
　　　　☎　８２－５３１８

車イス貸し出し

＊長期利用の場合は、１年ごとに更新が必要です。

小豆島町役場の庁舎移転に伴い、小豆島町社会福祉協議会の事務所が旧内海
病院の２階へ移転します。新事務所での業務は５月７日㈪からとなります。
❖詳細については、広報しょうどしまの５月号でお知らせします。

事務所移転の
お知らせ
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「一人暮らし高齢者を励ます会　池田会場」

サンシャイン（中山・入部・平木・東、中蒲生）

室　　生浜　　条

二　　面

南　蒲　野

イマージュ（北地・迎地・上地）

蒲　　野

神　　浦

西 蒲 生

77歳以上の一人暮らしの方と一緒に、
食事をしたりゲーム等をして交流を深める

事業です。
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高
齢
者
暮
ら
し
の
危
険
対
策
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

　

小
豆
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
小
豆
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
小
豆
島
町
の
後
援
に
よ
り
、
昨
年
十
一
月
二
十

六
日
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
に
お
い
て
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同

和
損
保　

堀
江　

健　
氏
を
講
師
に
迎
え
「
高
齢
者
暮
ら
し

の
危
険
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
参
加
者
約

１
４
０
名
）

セ
ミ
ナ
ー
前
半
の
テ
ー
マ
は
『
我
が
家
は
危
険
』

　

昨
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
小
豆
島
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
大
半
の
役
員
が
定
年
で
退
任
さ
れ
、
経

験
の
浅
い
私
で
す
が
、
広
報
・
研
修
部
会
の
部
会
長
を
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

協
議
会
で
は
、
児
童
委
員
と
し
て
「
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
」

の
問
題
が
議
論
に
な
り
、「
小
豆
島
町
子
育
ち
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
参

照
し
、
研
修
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
保
育
所
の
待
機
児
童
問
題
を
合
わ
せ
、
幼
児
教
育
・

保
育
料
無
償
化
の
実
施
で
先
行
し
て
い
る
大
阪
府
守
口
市
に
あ
る

　
「
に
し
き
認
定
こ
ど
も
園
」
に
視
察
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

園
長
か
ら
「
自
分
の
子
供
を
保
育
園
に
預
け
よ
う
と
施
設
を
探
し
た

が
、
ど
こ
に
も
枠
が
な
く
苦
労
し
た
こ
と
か
ら
保
育
園
の
必
要
性
を

感
じ
、
運
営
を
始
め
ま
し
た
。」
と
の
、
発
足
当
時
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
保
育
料
の
無
料
化
で
、
運
営
自
体
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
制
度
は
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
を
緩
和
し
、

定
住
の
促
進
、
活
力
と
成
長
の
実
現
を
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
周
囲
の
変
化
を
保
護
者
と
の
対
話

の
中
で
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
待
機
児
童
対
策
と
の
両

立
が
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
は
、
保
育
士
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
保
育

士
補
助
制
度
の
活
用
で
育
児
経
験
の
あ
る
シ
ニ
ア
世
代
の
方
々
に
参

加
を
頂
き
、
子
育
て
支
援
の
拡
充
が
鍵
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
の
中
で
誰
も
が
親
し
み
を
持
っ
て
見
て
い
る
島
の

遍
路
の
石
碑
「
道
し
る
べ
」
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

「
地
域
の
道
し
る
べ
に
な
れ
た
な
ら
」

小
豆
島
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

広
報
・
研
修
部
会　

岡　

田　

広　

二　

小
豆
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長　

八　

木　

英　

機　

　

最
も
慣
れ
て
い
て
安
全
な
は
ず
の
自
宅
で
、
不
慮
の
事
故
で
亡
く
な
る
人
の
ほ
う
が
、

交
通
事
故
で
亡
く
な
る
人
よ
り
も
多
い
と
い
う
意
外
な
事
実
を
知
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
家
庭
内
事
故
は
、
居
室
、
階
段
、
台
所
、
食
堂
の
順
に
多
く
発
生
し
、
家
庭

内
で
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

家
庭
内
の
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
ま
ず
「
危
険
を
発
見
」
す
る
。
さ
ら
に
、
住
み
慣

れ
た
我
が
家
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
観
点
か
ら
住
ま
い
全
体
を
見
直
し
、「
住
ま
い
の
環
境

を
整
備
」
す
る
こ
と
だ
と
説
き
、
そ
の
方
法
を
映
像
に
よ
り
具
体
的
に
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

後
半
の
テ
ー
マ
は
『
高
齢
者
の
自
動
車
に
関
す
る
危
険
』

　

交
通
事
故
で
亡
く
な
る
人
の
多
い
「
歩
行
中
の
事
故
」
を
防
止
す
る
に
は
、「
ゆ
と
り
を

も
っ
て
行
動
す
る
」「
十
分
な
安
全
確
認
を
す
る
」「
交
通
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る
」
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
事
故
の
大
半
は
、
自
宅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
と
い
う
身
近
な

場
所
で
お
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慣
れ
た
道
だ
か
ら
と
い
う
油
断
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

運
転
中
の
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
わ
た
く
し
た
ち
高
齢
者
は
ど
ん
な
場
面
で
も
迅
速

な
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
運
転
す
る
か
、
最
新
の
運
転
援
助
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
か
、
運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
か
で
す
。
自
動
車
の
安
全
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
関
す
る
最
新
情
報
の
紹
介
が
あ
り
、
講
演
終
了
後
、「
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
」

　
（
自
動
ブ
レ
ー
キ
）
搭
載
車
に
試
乗
し
、
そ
の
技
術
の
進
展
に
驚
き
と
感
動
を
実
感
し
、

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

堀江　健　氏
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赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金

平成29年度　小豆島町社協会費報告
（平成30年１月31日現在）

《一般会費》　１，３２１，８００円
《賛助会費》　１，３６６，０００円
ご協力ありがとうございました。

29年度助成報告
４，６９７，４３５円

　共同募金報告　　　　（平成29年10月１日～ 12月31日）
　みなさまからの温かいご支援、ご協力により多くの善意が寄せら
れました。心から感謝申し上げますとともに、募金結果をご報告い
たします。
　今後とも引き続きご協力くださいますようお願い申し上げます。
　みなさまから寄せられた募金は、香川県共同募金会にて集められ
た後、一部が平成30年度に小豆島町の地域福祉活動資金として助成
されます。

募金額内訳　　　　　（単位：円）
戸別募金　　　　４，４９５，０００
法人募金　　　　 １４２，０００
職域募金　　　　 ２６２，０００
街頭募金　　　　 　３１，５８０
そ の 他　　　　 　２３，３０２
合　　計　　　　４，９５３，８８２

ボランティア活動保険
　ボランティア活動中に起こるさまざまな事故によるケガや損害賠償責任を補償する保険制度です。

★補償期間
　加入手続を完了した翌日から平成31年３月31日まで
★そ の 他
　用途に合わせ、行事用保険や有償ボランティアの保険もあります。ご
相談ください。
★注　　意 
　複数のグループに所属しボランティア活動をされている方は、いずれ
かのグループで加入すれば、他のグループでの活動も補償対象となりま
す。

補償内容・金額、その他加入条件などの詳しい内容については、
社会福祉協議会までお問い合わせください。

☎８２－５３１８

★保険金が支払われる主な例★加入の条件
◦日本国内で、他人や社会に貢献する自発的な無償の活動
◦社会福祉協議会に登録されているボランティア個人またはグループ、
　ＮＰＯ団体。
★年間保険料

＊基本タイプに地震・噴火・津波によるケガの補償が追加されます。

Ａプラン
３５０円
５００円

Ｂプラン
５１０円
７１０円

基本タイプ
天災タイプ＊

清掃ボランティア
活動中転んでケガ
をして通院した。

活動中、食べた弁当でボラン
ティア自身が食中毒になって
入院した。

家事援助ボランティア活動
で清掃中、誤って花びんを
落としてこわした。

自転車でボランティア活動
に向かう途中、誤って他人
にケガをさせた。

あたたかな善意をありがとうございました。
平成29年８月１日～平成29年12月31日

寄 付 件 数　　　　　　 　３件
寄付合計金額　　　１３６，８１０円

寄付にご協力お願いします

社会福祉事業へのご寄付は寄付金控除の対象となります。

　社協の財源の一つが、みなさまから寄せられる会費や寄付金です。こうした
財源は社協の事業を行う上で大きな支えとなっています。金額の多少を問わず、
年間を通じて受け付けております。どうぞお気持ちをお寄せください。

ご寄付いただいた方の氏名は町広報紙に掲載しておりますのでご覧ください。

ボランティア活動に向かう
途中、交通事故にあって亡
くなられた。

●賛助会員募集●
　今後とも、一人でも多くの
方に社協の活動をご理解いた
だきご協力をお願いいたしま
す。
　賛助会費（個人・企業）
　１口　１，０００円

◦小豆島町社会福祉協議会
◦池田老人クラブ
◦内海老人クラブ
◦小豆島町婦人会池田支部
◦小豆郡手をつなぐ育成会
◦小豆島町障害者協会
◦小豆島町障害者スポーツ大会事務局
◦小豆地区保護司会東分区　
◦小豆更生保護女性会内海支部
◦日方自治会　老人クラブ
◦岬ひとみ会
◦西村中条自治会　
◦さわやかクラブ
◦男声合唱団ヴォーカル小豆島
◦小豆郡生活研究グループ
◦いちご倶楽部
◦木庄地区自治会


